
環境対策広報誌�

い
ま
、
再
び
地
球
環
境
を
考
え
る
⑥

ト
ラ
ッ
ク
物
流
と

地
球
環
境
の
関
係
を
探
る

環
境
調
和
型
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
実
現
に
向
け
て

祝
い
の
席
を
盛
り
上
げ
る
必
需
品

尼
崎
に
息
づ
く

菰
樽
づ
く
り
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い
よ
い
よ
、
温
暖
化
ガ
ス
の
削
減
に
向
け
て
、
世
界
を
あ
げ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
き
が
き
た
よ
う
だ
。
企
業
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を
強
い
ら
れ
、

人
々
の
生
活
も
「
省
エ
ネ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
優
先
の
言
葉
で
は
通
用
し
な
く
な
り
、

生
活
全
般
を
見
直
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、
燃
費
向
上
や
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
を
具
体
的
に
数
値
で
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
地

球
温
暖
化
の
防
止
対
策
が
今
後
は
加
速
し
そ
う
だ
。

ト
ラ
ッ
ク
物
流
と

地
球
環
境
の
関
係
を
探
る

京
都
議
定
書
か
ら
10
年
、
こ
れ
か
ら
の
環
境
保
全

いま、再び�
地球環境を�
考える⑥�
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と
こ
ろ
が
、
事
務
所
や
店
舗
を
中
心
と
す
る

業
務
部
門
は
、
I
T
機
器
の
普
及
な
ど
が
関
係

し
、
90
年
比
で
40
％
以
上
も
増
加
し
、
日
本
の

排
出
量
を
押
し
上
げ
る
結
果
を
招
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、
業
務
部
門
の
排
出
量
の
25
％
を
占
め

る
学
校
や
研
究
機
関
、
医
療
機
関
は
倍
ほ
ど
に

増
加
し
、
深
刻
な
問
題
と
の
認
識
が
高
ま
っ
た
。

業
務
部
門
の
う
ち
、ス
ー
パ
ー
、
百
貨
店
な
ど

の
小
売
業
は
自
主
行
動
計
画
を
作
成
し
て
い
る

た
め
、
ま
だ
作
成
を
し
て
い
な
い
通
信
関
係
、
飲

食
業
、
パ
チ
ン
コ
店
な
ど
の
娯
楽
施
設
、
研
究
機

関
な
ど
が
今
春
対
象
と
な
る
予
定
。
具
体
的
に

は
、
管
轄
省
庁
が
対
象
と
な
る
業
界
や
団
体
と

話
し
合
い
、
削
減
の
目
標
値
を
設
定
す
る
。
個

別
の
企
業
や
学
校
な
ど
は
、
対
応
を
迫
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

温
暖
化
ガ
ス
の
削
減
を
義
務
化
！

京
都
議
定
書
に
基
づ
き
、
政
府
が
温
暖
化
ガ

ス
の
削
減
目
標
の
達
成
を
本
気
で
考
え
始
め

た
。
飲
食
、
金
融
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
、
学
校
や

病
院
な
ど
に
も
、
自
主
的
な
削
減
目
標
を
つ
く

る
よ
う
求
め
る
方
針
を
固
め
、
事
務
所
や
店
舗

な
ど
を
含
む
20
以
上
の
分
野
が
対
象
と
な
る
。

産
業
界
で
進
ん
で
い
る
温
暖
化
対
策
の「
自
主

行
動
計
画
」の
範
囲
を
広
め
、
日
本
全
体
の
目

標
達
成
を
成
し
遂
げ
た
い
考
え
だ
。

京
都
議
定
書
の
温
暖
化
ガ
ス
の
削
減
目
標

は
、
日
本
全
体
で
1
9
9
0
年
に
12
億
6
1
0
0

ト
ン
。
そ
の
排
出
量
を
2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1

2
年
の
平
均
で
6
％
減
ら
す
必
要
が
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
目
標
に
は
程
遠
く
、2
0
0
5
年
の

排
出
量
は
逆
に
8
％
も
増
加
し
て
い
る
。

排
出
量
が
増
加
し
て
い
る

業
務
部
門
の
大
き
な
課
題

10
年
前
の
自
主
行
動
計
画
を
探
っ
て
み
る

と
、
製
造
業
や
電
力
業
界
な
ど
の
生
産
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
部
門
を
中
心
に
具
体
的
な
目
標
値
が
設

定
さ
れ
、
実
際
に
は
、
90
年
比
で
約
2
％
の
削

減
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
京
都
議
定
書
に
制

定
さ
れ
て
い
る
6
％
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
鉄

鋼
、
電
力
業
界
な
ど
が
大
量
の
排
出
権
取
得
を

目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
6
％
の
目
標
値
を

達
成
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
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人
々
の
生
活
に
今
後
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
が
深
く
係
わ
る
話
を
し
て
き
た
。
で
は
、
こ

こ
で
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
い
ち
早
く
対
応
し

て
き
た
運
輸
部
門
の
中
か
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
物
流

の
原
動
力
で
あ
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
に
つ
い

て
触
れ
よ
う
。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を
生
ん
だ

ル
ド
ル
フ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
と
は
？

そ
も
そ
も
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
と
は
。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
父
と
呼
ば
れ
る
ル
ド
ル
フ
・
デ

ィ
ー
ゼ
ル
は
、エ
ン
ジ
ン
を
発
明
し
、
基
本
原
理

を
確
立
し
た
歴
史
上
重
要
な
人
物
で
あ
る
。

排
出
権
取
引
所
の
設
立
と
、

二
酸
化
炭
素
本
位
性
が
迫
る

鉄
鋼
や
電
力
業
界
な
ど
が
排
出
権
の
取
得

を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
当
然
、
国
内
に
も
対

応
す
る
機
関
が
で
き
て
も
お
か
し
く
は
な
く
、

現
在
、
国
際
協
力
銀
行
や
中
央
三
井
信
託
銀
行

な
ど
が
、
二
酸
化
炭
素
を
中
心
と
し
た
排
出
権

を
売
買
す
る
「
取
引
所
」
を
国
内
で
初
め
て
設

置
す
る
考
え
だ
。
温
暖
化
ガ
ス
を
排
出
す
る
権

利
を
、
国
や
企
業
間
で
売
買
す
る
背
景
に
は
、

京
都
議
定
書
に
制
定
さ
れ
た
目
標
値
が
あ
る

か
ら
だ
。
達
成
が
困
難
な
国
や
企
業
は
、
目
標

を
達
成
し
て
余
剰
の
あ
る
国
や
企
業
か
ら
排
出

権
を
購
入
し
、
実
際
の
削
減
値
に
上
乗
せ
で
き

る
仕
組
み
だ
。

そ
ん
な
な
か
、
か
つ
て
の
金
本
位
制
同
様
に
、

こ
れ
か
ら
は
二
酸
化
炭
素
本
位
制
の
時
代
の
到

来
を
予
見
す
る
声
も
上
が
っ
て
い
る
。
経
済
性

の
み
を
追
求
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
、
環

境
へ
の
負
荷
が
高
け
れ
ば
経
済
効
率
性
は
低
く

な
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
常
に
地
球
環
境
へ
の
配
慮

が
求
め
ら
れ
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
ビ
ジ

ネ
ス
成
功
の
カ
ギ
を
握
る
か
ら
だ
ろ
う
。

時
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
18
世
紀
後
半
。
産
業
革

命
の
頃
に
、
世
界
初
の
蒸
気
で
走
る
自
動
車
が

誕
生
し
た
。
そ
の
後
、
ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
を

燃
焼
さ
せ
て
動
力
に
変
え
る
自
動
車
が
次
々
と

発
明
さ
れ
た
。

1
8
5
8
年
の
パ
リ
。
ル
ド
ル
フ
・
デ
ィ
ー
ゼ

ル
は
こ
の
世
に
生
を
受
け
幼
少
期
を
最
先
端
の

技
術
に
触
れ
な
が
ら
育
っ
た
の
ち
に
、
パ
リ
か

ら
ロ
ン
ド
ン
に
移
り
蒸
気
機
関
車
に
感
銘
を
受

け
工
業
学
校
へ
入
学
し
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
工
科
大

学
で
学
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
近
代
冷
凍
技
術

を
採
用
し
た
カ
ー
ル
・
リ
ン
デ
に
出
会
い
、
リ
ン

デ
の
関
係
す
る
冷
凍
機
会
社
に
就
職
。
冷
凍
機

の
開
発
を
進
め
る
か
た
わ
ら
で
、
ガ
ス
エ
ン
ジ

ン
や
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
と
は
異
な
る
効
率
的

な
エ
ン
ジ
ン
の
研
究
を
進
め
て
い
た
。

幾
度
も
失
敗
を
繰
り
返
し
、
1
8
9
2
年
に

「
今
日
知
ら
れ
て
い
る
蒸
気
エ
ン
ジ
ン
と
内
燃

エ
ン
ジ
ン
に
と
っ
て
代
わ
る
合
理
的
な
熱
エ
ン

ジ
ン
の
理
論
と
設
計
」
と
い
う
論
文
を
発
表
。

翌
年
に
は
特
許
を
取
得
し
て
い
る
。
そ
の
特
長

が
ま
さ
に
、
今
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
2
つ

の
基
本
原
理
な
の
で
あ
る
。
燃
料
と
空
気
を

別
々
に
燃
焼
室
に
送
り
込
み
、
混
合
気
の
発
生

と
同
時
に
燃
焼
さ
せ
る
不
均
一
混
合
と
、
爆
発

に
は
点
火
プ
ラ
グ
を
使
わ
な
い
自
己
着
火
の
原

理
で
あ
る
。
そ
の
後
、
実
用
化
を
目
指
し
ス
ポ

■二酸化炭素の部門別排出割合（2002年度）�

産業部門�

運輸部門�

家庭部門�

エネルギー転換部門�
工業プロセス部門�

廃棄物部門�

業務その他部門�

37%

21%

13%

7%
4%
2%

16%



弱
点
を
克
服
し
た

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

か
つ
て
よ
り
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
最
大
の

弱
点
と
い
わ
れ
た
N
O
X
や
P
M
・
黒
煙
な
ど

の
排
出
ガ
ス
は
、
長
年
に
わ
た
る
研
究
開
発
の

成
果
が
実
り
、
ダ
イ
ム
ラ
ー
ベ
ン
ツ
が
採
用
し

て
い
る
コ
モ
ン
レ
ー
ル
式
高
圧
燃
料
噴
射
シ
ス

テ
ム
、
E
G
R
、
D
P
F
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
最
新

の
ク
リ
ー
ン
化
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
、
以
前
に
比

べ
て
そ
れ
ら
の
排
出
量
を
大
幅
に
削
減
。
近
い

将
来
に
は
、
触
媒
を
応
用
し
た
技
術
も
普
及
し

て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

コ
モ
ン
レ
ー
ル
式
高
圧
燃
料
噴
射
シ
ス
テ
ム

は
、
高
圧
化
し
た
燃
料
を
蓄
え
て
、
電
子
制
御

で
燃
料
の
噴
射
圧
力
、
噴
射
時
期
、
噴
射
量
を

き
め
細
か
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
よ
り

効
率
的
で
理
想
的
な
燃
焼
を
実
現
し
た
。
E
G

R
は
、
排
出
ガ
ス
を
再
循
環
さ
せ
N
O
X
の
低

減
、
燃
費
改
善
の
た
め
の
重
要
な
技
術
で
あ
り
、

D
P
F
シ
ス
テ
ム
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
排

出
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
P
M
や
黒
煙
を
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
製
の
フ
ィ
ル
タ
ー
で
捕
集
し
、
排
出
ガ
ス
を

ク
リ
ー
ン
に
す
る
装
置
。
い
ず
れ
も
、
各
エ
ン
ジ

ン
メ
ー
カ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
が
し
の
ぎ
を

削
り
、
日
進
月
歩
で
技
術
は
進
ん
で
い
る
。

ル
ド
ル
フ
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ

ン
の
発
明
か
ら
お
よ
そ
1
1
5
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
る
今
、
人
に
や
さ
し
く
、
地
球
に
や
さ

し
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

ン
サ
ー
を
募
り
、
第
3
号
エ
ン
ジ
ン
で
実
用
化

の
夢
を
つ
か
み
、
耐
久
性
、
重
量
、
大
き
さ
な
ど

の
問
題
を
ク
リ
ア
し
て
、
現
在
の
よ
う
に
、
船

舶
、
鉄
道
、
自
動
車
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
広
く
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
は

地
球
の
味
方
？

ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
も
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

も
、
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
て
い
る
。
た
だ
、エ

ン
ジ
ン
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
違
い
で
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
に
は
大
き
な
差
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
化
石
燃
料
が
燃
焼
す
る
と
二
酸

化
炭
素
は
必
ず
発
生
す
る
の
だ
が
、
そ
の
排
出

量
は
燃
焼
時
の
燃
焼
消
費
の
大
き
さ
に
比
例
し

て
増
え
、
燃
焼
消
費
の
大
き
さ
は
、
ガ
ソ
リ
ン

エ
ン
ジ
ン
の
ほ
う
が
大
き
い
た
め
、
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
も
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
が
多
い
。
つ

ま
り
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
は
自
動
車
の
内
燃

機
関
の
中
で
、
最
も
熱
効
率
が
高
く
、
燃
料
消

費
率
が
小
さ
い
の
で
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

が
少
な
い
と
い
え
る
。

熱
効
率
の
高
さ
は
、
限
り
あ
る
資
源
を
有
効

に
使
う
こ
と
が
で
き
、
他
の
燃
料
電
池
な
ど
と

比
べ
て
も
決
し
て
劣
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
自

動
車
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
は
、
主
に
軽
油
を

使
う
が
、
現
在
で
は
、
植
物
油
、
廃
食
用
油
な

ど
か
ら
の
精
製
油
も
利
用
で
き
る
。
こ
れ
は
デ

ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

5
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排
出
ガ
ス
を
減
ら
す
、
2
つ
の
柱

排
出
ガ
ス
を
減
ら
す
に
は
、
低
公
害
車
の
導

入
や
C
N
G
車
へ
の
移
行
、
不
必
要
な
ア
イ
ド

リ
ン
グ
の
防
止
、
船
舶
や
鉄
道
へ
の
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
、
さ
ら
に
は
共
同
配
送
や
ミ
ル
ク
ラ
ン
、

求
貨
求
車
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
が
、
ト
ラ
ッ

ク
物
流
業
界
に
浸
透
し
て
い
る
。
た
だ
、
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
に
関
し
て
は
、
船
舶
や
鉄
道
で
輸

送
で
き
る
物
量
の
余
裕
は
な
く
限
界
に
近
い
。

共
同
配
送
に
関
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

浮
上
し
大
き
な
進
展
は
望
め
な
い
。
現
状
と
し

て
は
、
各
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
識
向
上
と
、テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
進
化
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
に
留

ま
る
。

し
か
し
、
排
出
ガ
ス
を
間
接
的
に
減
ら
す
こ

と
へ
の
取
り
組
み
は
、
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地

が
大
き
い
。
物
流
コ
ス
ト
を
削
減
し
新
た
な
物

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
り
、
ビ
ジ
ネ
ス

上
の
必
然
的
な
理
由
か
ら
の
効
率
化
も
、
間
接

的
に
排
出
ガ
ス
の
削
減
に
つ
な
が
る
か
ら
だ
。

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の

真
の
意
味
と
は
？

排
出
ガ
ス
を
間
接
的
に
減
ら
す
に
は
、ロ
ジ
ス

環
境
調
和
型

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
実
現
に
向
け
て

こ
こ
ま
で
、
京
都
議
定
書
に
お
け
る
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
ガ
ス
の
削
減
に
つ
い
て
の
動
向

や
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
に
関
す
る
こ
と
を
綴
っ
て
き
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

運
輸
部
門
の
排
出
ガ
ス
を
抑
え
る
た
め
の
努
力
と
し
て
、
燃
費
向
上
を
意
識
し
た
ド
ラ
イ

バ
ー
の
教
育
、エ
ン
ジ
ン
の
改
善
、
燃
料
の
進
化
な
ど
、
排
出
ガ
ス
を
直
接
減
ら
す
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
今
後
は
、
ト
ラ
ッ
ク
物
流
全
般
を
考
え
、ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
観

点
か
ら
排
出
ガ
ス
を
間
接
的
に
減
ら
す
必
要
に
迫
ら
れ
る
時
代
が
到
来
す
る
と
い
う
。
そ

こ
で
、
長
年
物
流
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
多
く
の
企
業
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
躍

す
る
、
株
式
会
社
日
通
総
合
研
究
所
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
長
の
山
田
健
さ
ん
の
講

演
を
拝
聴
し
た
。
そ
の
内
容
を
簡
単
に
説
明
し
よ
う
。

■環境調和型ロジスティックスの全体像�

環境調和型�
ロジスティクス�

排出ガスを�
直接減らす�

排出ガスを�
間接的に減らす�

低公害車の導入・�
ＣＮＧ車・�

ハイブリッド車など�

アイドリングストップ�

モーダルシフト�

共同配送・�
ミルクラン・�

求貨求車システム�

物流コストの削減�

ビジネス上の必然性�

物流ネットワークの�
構築�

調達物流センター�
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テ
ィ
ク
ス
の
概
念
が
根
付
い
て
い
る
。
単
に
ト
ラ

ッ
ク
で
物
を
運
ぶ
こ
と
を
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
と
い

う
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
、
常
に
市
場
の
売
れ

行
き
に
対
応
し
た
物
流
シ
ス
テ
ム
が
存
在
す
る
。

さ
ら
に
、
生
産
、
仕
入
れ
に
も
関
与
し
た
物
流
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
、こ
れ
か
ら

求
め
ら
れ
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
で
あ
る
。

で
は
、
改
善
点
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
?
在
庫

の
管
理
を
徹
底
す
れ
ば
、
無
駄
な
生
産
、
不
要

な
物
流
が
な
く
な
る
。
そ
の
際
、
見
極
め
が
難

し
い
の
が
欠
品
と
過
剰
在
庫
の
管
理
で
、
欠
品

が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
品
薄
な
の
で
は
な
く
て
、

売
れ
な
い
場
所
に
運
ば
れ
て
、
倉
庫
で
眠
っ
て
い

る
場
合
が
多
い
。
欠
品
と
過
剰
在
庫
は
表
裏
一

体
で
、こ
こ
に
大
き
な
改
善
点
が
あ
る
と
い
う
。

例
え
ば
、
市
場
で
売
れ
る
も
の
だ
け
を
生
産

し
仕
入
れ
る
。
適
正
な
在
庫
を
適
正
な
場
所
に

配
置
し
、
無
駄
な
在
庫
の
移
動
や
返
品
な
ど
を

し
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
物
流
量
が
小
さ

く
な
り
ロ
ー
コ
ス
ト
物
流
が
実
現
で
き
、
間
接

的
に
排
出
ガ
ス
の
削
減
に
も
つ
な
が
る
。
こ
れ

が
大
方
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
考
え
方
で
あ
る
。

さ
ら
に
排
出
ガ
ス
を
削
減
で
き
る

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

理
想
的
な
物
流
は
、
必
要
な
分
を
必
要
な
場

所
に
必
要
な
時
間
に
運
ぶ
。
実
は
こ
れ
、コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
納
入
シ
ス
テ
ム
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ー
カ
ー
の
商
品
を
一

箇
所
に
集
約
し
、
そ
こ
か
ら
必
要
な
も
の
だ
け

を
積
ん
だ
ル
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
が
、
一
日
に
3
回

ほ
ど
走
る
。
運
ぶ
品
物
、
量
は
、
各
店
舗
の
ポ

ス
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
、
ま
さ
に
売
れ
た
商
品

を
補
充
す
る
こ
と
で
、
店
頭
に
は
常
に
売
れ
て

い
く
商
品
が
陳
列
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う

し
た
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
は
、
物
流
コ

ス
ト
の
削
減
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
増
加
に
加

え
て
、
排
出
ガ
ス
の
削
減
に
つ
な
が
る
。

ま
た
近
年
で
は
、
量
販
店
な
ど
の
要
望
か
ら

シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
必
然
性
に

よ
る
動
き
も
出
て
き
た
。
か
つ
て
は
、
各
ベ
ン
ダ

ー
が
各
店
に
配
送
車
を
走
ら
せ
、
店
舗
で
は
荷

受
作
業
に
追
わ
れ
る
現
状
が
あ
っ
た
。
改
善
点

と
し
て
は
、
各
ベ
ン
ダ
ー
か
ら
は
調
達
物
流
セ

ン
タ
ー
に
配
送
さ
れ
、
物
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
各

店
舗
に
は
配
送
車
が
届
け
る
。
こ
う
す
る
こ
と

で
、
一
日
の
荷
受
作
業
の
量
は
大
幅
に
減
り
、

物
量
の
減
少
、
店
舗
周
辺
の
混
雑
や
渋
滞
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
売
り
手
で
は
な
く

買
い
手
の
提
案
す
る
効
率
化
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
上

の
必
然
性
が
大
き
い
。
し
か
し
、
間
接
的
に
排

出
ガ
ス
の
削
減
に
つ
な
が
る
。

こ
の
よ
う
に
今
後
は
、
生
産
、
仕
入
れ
、
物

流
、
販
売
に
基
づ
い
た
、
よ
り
効
率
的
な
物
流

の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
急
務
で
あ
る
。
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【
兵
庫
の
名
産
品：

菰
樽
】

祝
い
の
席
を
盛
り
上
げ
る
必
需
品

尼
崎
に
息
づ
く

菰
樽
づ
く
り

阪
急
塚
口
駅
か
ら
住
宅
地
を
歩
く
こ
と
数
分
。

尼
崎
の
地
場
産
業
の
一
つ
、
菰
樽
づ
く
り
が
今
も
、

昔
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
方
法
で
作
ら
れ
て
い
た
。

全
国
の
生
産
量
80
％
以
上
を
生
産
す
る
尼
崎
に
は
、

現
在
2
軒
の
菰
樽
メ
ー
カ
ー
が
あ
る
。

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
新
製
品
を
開
発
し

海
外
に
ま
で
進
出
し
て
い
る
と
い
う
製
造
現
場
を
訪
ね
た
。
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そ
の
歴
史
は
江
戸
時
代
に
は
じ
ま
り
、

酒
造
業
の
発
展
と
と
も
に
成
長
し
た

菰
樽
は
、
祝
い
の
席
の
鏡
開
き
や
神
社
へ
の
奉

納
品
と
し
て
見
ら
れ
る
程
度
で
、
現
在
で
は
あ
ま

り
一
般
的
で
は
な
い
が
、
か
つ
て
は
酒
の
輸
送
に

深
く
係
わ
っ
て
い
た
。

江
戸
時
代
初
期
に
は
、2
斗
樽
を
馬
の
背
中
の

左
右
に
1
つ
ず
つ
掛
け
て
、
上
方
か
ら
江
戸
ま
で

陸
路
を
運
ん
で
い
た
。
そ
の
量
は
、
わ
ず
か
で
灘

や
伊
丹
の
酒
の
う
ま
さ
は
、
そ
の
希
少
さ
も
加
わ

っ
て
江
戸
で
人
気
を
博
し
て
い
っ
た
。
や
が
て
、
樽

廻
船
が
普
及
し
出
す
と
、
人
気
の
高
い
灘
や
伊
丹

の
酒
を
求
め
る
声
が
ど
ん
ど
ん
高
ま
り
、
多
く
の

酒
が
海
上
輸
送
で
江
戸
に
運
び
込
ま
れ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
頃
か
ら
菰
樽
が
姿
を
現
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

「
そ
も
そ
も
は
、
灘
に
も
近
く
伊
丹
に
も
近
い

ち
ょ
う
ど
中
間
地
点
、
尼
崎
が
利
便
性
に
富
ん

で
い
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
豊
富
な
水
を
利
用
し
た

稲
作
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
な
ど
が
重
な
り
、
農
家

か
ら
集
め
た
菰
を
醸
造
元
に
届
け
て
い
た
仲
買

人
と
呼
ば
れ
る
問
屋
の
役
割
を
し
た
人
が
こ
こ

尼
崎
に
多
く
い
た
よ
う
で
す
」と
、
明
治
初
期
か

ら
菰
樽
を
製
造
し
て
い
る
老
舗
「
岸
本
吉
二
商

店
」の
4
代
目
社
長
、
岸
本
敏
裕
さ
ん
が
教
え
て

く
れ
た
。
こ
う
し
て
、
冬
の
間
に
農
家
が
菰
と
な

る
む
し
ろ
編
み
を
内
職
し
た
こ
と
で
、
地
場
産
業

と
し
て
成
長
し
た
。

海
上
輸
送
で
樽
を
運
ぶ
と
、
樽
同
士
が
ぶ
つ
か

り
破
損
す
る
。
そ
れ
を
防
ぐ
保
護
材
と
し
て
の
役

割
が
一
つ
。
さ
ら
に
は
、
多
く
の
醸
造
元
が
江
戸

に
酒
を
送
る
よ
う
に
な
り
、
銘
柄
を
明
示
す
る

た
め
の
役
割
も
兼
ね
備
え
た
。
一
石
二
鳥
の
効
果

が
得
ら
れ
た
わ
け
だ
。

料
理
屋
の
店
頭
の
装
飾
か
ら
、

鏡
開
き
で
め
で
た
い
席
を
演
出
！

江
戸
に
運
ば
れ
た
菰
樽
は
、
樽
ご
と
料
理
店

な
ど
に
運
ば
れ
店
頭
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
し
て
使

わ
れ
、
店
先
に
飾
ら
れ
た
菰
樽
の
銘
柄
を
見
て
、

目
当
て
の
お
酒
を
仕
入
れ
て
い
る
料
理
屋
を
知
っ

た
ら
し
い
。

ま
た
、
日
本
酒
は
古
来
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
神

事
に
欠
か
せ
ず
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
神
酒
と

し
て
供
え
ら
れ
、
祈
願
が
終
わ
る
と
神
か
ら
の
施

し
と
し
て
参
列
者
で
酌
み
交
わ
し
、
祈
願
の
成
就

を
願
っ
て
い
た
。
豊
作
や
健
康
に
感
謝
す
る
習
慣

は
、い
ま
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
新
築
の
棟
上
げ
、

創
立
記
念
日
、
結
婚
披
露
宴
な
ど
、
新
し
い
出
発

を
祝
う
際
に
は
、
樽
を
威
勢
よ
く
開
き
お
目
出

度
い
席
に
花
を
添
え
て
き
た
。

最
近
で
は
、パ
ー
テ
ィ
用
の
グ
ッ
ズ
に
も
な
り
、
若

者
の
間
に
も
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
い
る
。
菰
樽
を

開
き
、
ひ
し
ゃ
く
で
酌
み
交
わ
す
お
酒
の
楽
し
み

を
味
わ
え
る
。
近
年
に
は
海
外
か
ら
の
注
文
も

あ
る
と
い
う
か
ら
、
日
本
食
な
ど
の
日
本
ブ
ー
ム

と
と
も
に
、
世
界
に
広
が
る
こ
と
を
願
う
声
も
聞

こ
え
て
い
る
。

機
械
化
が
進
む
な
か
、

職
人
の
技
が
息
づ
く
、
菰
巻
き

さ
て
、
作
業
場
を
訪
ね
る
と
、
大
き
な
倉
庫
風

の
佇
ま
い
の
中
で
作
業
が
進
ん
で
い
た
。「
ち
ょ
う

ど
、
年
末
用
、
新
年
用
の
製
造
が
ひ
と
段
落
し
て
、

い
ま
は
、
ち
ょ
っ
と
暇
な
時
期
で
す
」
と
岸
本
さ

ん
。
ど
う
り
で
、
少
し
ば
か
り
が
ら
ん
と
し
て
い

る
雰
囲
気
。
そ
れ
で
も
、
菰
巻
き
の
職
人
さ
ん
が

2
人
、
手
際
よ
く
作
業
を
し
て
い
て
、
そ
の
横
で
2

人
の
女
性
が
機
械
と
向
き
合
っ
て
い
る
。
機
械
か

ら
飛
び
出
す
文
字
を
読
む
と
、
北
海
道
の
醸
造

元
の
銘
柄
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
聞
け
ば
、

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
国
か
ら
注
文
が
あ
り
、

多
く
の
銘
柄
の
菰
樽
を
製
造
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

そ
の
た
め
、
棚
に
は
銘
柄
を
刻
印
す
る
印
が
い
た

る
と
こ
ろ
に
収
納
し
て
あ
り
、
銘
柄
を
眺
め
る
だ

け
で
も
日
本
酒
の
銘
柄
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
よ
う
で
、

実
に
お
も
し
ろ
い
。

熟練の荷師にかかれば、2斗樽はものの15分ほどで完成。菰と縄で鮮やか
に仕上がっていく。

菰樽づくりに必要な縄で、これらを編むようにして
菰を巻く。



10

現
在
、
菰
に
使
う
の
は
藁
と
合
成
樹
脂
。
藁
は

普
通
の
稲
も
あ
れ
ば
、
酒
米
で
知
ら
れ
る
山
田
錦

の
も
の
も
あ
る
。
山
田
錦
の
藁
は
、4
斗
樽
に
使

い
、
普
通
の
稲
の
藁
は
2
斗
樽
に
使
う
。
藁
を
使

っ
た
菰
の
ほ
う
が
風
合
い
は
一
段
と
い
い
の
だ
が
、

長
持
ち
す
る
な
ど
の
理
由
か
ら
合
成
樹
脂
の
ほ

う
が
時
代
に
あ
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の
比
率
は

全
体
の
8
割
ほ
ど
。
農
家
の
減
少
や
刈
り
取
り
時

の
機
械
化
に
も
、
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
。

藁
は
、
選
別
し
一
本
一
本
織
機
で
編
み
む
し

ろ
状
に
す
る
。
そ
こ
に
銘
柄
や
絵
柄
を
刷
り
込
む

た
め
の
準
備
と
し
て
、
溶
剤
な
ど
を
塗
り
白
塗
り

を
し
て
、
夏
な
ら
ば
約
1
日
、
冬
な
ら
ば
2
、3
日

干
す
。
乾
燥
す
る
と
、
昔
は
直
接
書
き
込
ん
だ

り
、
型
紙
を
用
い
て
印
刷
し
て
い
た
が
、
今
は
、
隣

接
す
る
印
刷
場
で
プ
レ
ス
印
刷
す
る
。
熟
練
の
ス

タ
ッ
フ
が
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
、
一
枚
一
枚
丁
寧
に

仕
上
げ
て
い
く
。
そ
の
後
、
胴
版
と
い
っ
て
印
刷
さ

れ
た
銘
柄
や
絵
柄
の
左
右
に
、
住
所
や
社
名
、
宣

伝
コ
ピ
ー
が
判
押
し
さ
れ
、
や
っ
と
、
菰
巻
き
の
準

備
が
整
う
。
機
械
化
が
進
ん
だ
と
は
い
え
、
こ
こ

ま
で
に
数
日
の
時
間
を
要
す
る
の
だ
。

菰
巻
き
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
早
い
！
　
も
の

の
15
分
ほ
ど
で
完
成
し
て
し
ま
う
。
か
ら
だ
全
体

を
使
い
、
縄
を
上
手
に
操
り
、
力
を
入
れ
る
と
、

ピ
ン
ッ
と
張
り
詰
め
た
菰
樽
が
完
成
す
る
。
4
種

類
の
縄
を
使
い
固
定
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に

役
目
が
あ
る
。
早
く
美
し
く
。
荷
師
と
呼
ば
れ

る
職
人
さ
ん
の
探
究
心
は
ず
っ
と
続
い
て
い
る
。
力

技
で
は
な
い
、
熟
練
の
妙
。
そ
こ
に
、
菰
樽
に
求
め

ら
れ
る
祝
い
の
念
を
感
じ
る
。
日
本
固
有
の
文
化

で
あ
る
菰
樽
と
、
そ
れ
を
つ
く
る
技
術
を
、
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
守
っ
て
い
く
荷
師
の
皆
さ
ん
が
、い

つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
で
い
て
ほ
し
い
と
願
う
。

取材協力・株式会社岸本吉二商店
住所：兵庫県尼崎市塚口本町２-８-25
電話：06-6421-4454

1.プレス印刷された銘柄。熟練したスタッフでも、一
枚一枚慎重に作業が進む緊張の瞬間。力加減を間違
えると、銘柄がはがれてしまうこともある。
2.社名や住所などが刻まれたゴム印。昔は焼印を押
していたが、効率化を図るためにゴム印に代わった。
3.棚や引き出しの中などに、取引先約1200社のゴム
印が収納されている。
4.今では貴重になってしまった菰の原料の藁。
5.冬はこうして室内で乾燥させる。自然乾燥で十分に
時間を掛けるのも、昔からの方法である。

2

3

1

4

5
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〒657-0043 神戸市灘区大石東町2丁目4-27�
TEL 078（882）5556〈代表〉　FAX 078（882）5565

●発行�

社団法人 兵庫県トラック協会�

〒657-0043�
兵庫県神戸市灘区大石東町2丁目4-27�
TEL078（882）5556　FAX078（882）5565�

http://www.hyotokyo.or.jp/�

●制作協力　株式会社 トライス�

根を意味するROOT。生活の根底を支える�
トラック輸送を彷彿とし、さらにROUTE（ルート）

ともゴロを合わせ親しみやすくしています。�

環境に配慮して古紙配合率100％の再生紙と�
大豆インキを使用しています�

地球環境を守る、エコドライブを推進します。
まずはアイドリング・ストップから、始めてみませんか？


